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「天は人の上に人を造らず人の下に人を造らず」と言えり。 <中略> されど
も今、広くこの人間世界を見渡すに、かしこき人あり、おろかなる人あり、
貧しきもあり、富めるもあり、貴人もあり、下人もありて、その有様雲と泥
との相違あるに似たるはなんぞや。その次第はなはだ明らかなり。 

『実語教』に、「人学ばざれば智なし、智なき者は愚人なり」とあり。され
ば賢人と愚人との別は学ぶと学ばざるとによりてできるものなり。 

また世の中にむずかしき仕事もあり、やすき仕事もあり。そのむずかしき仕
事をする者を身分重き人と名づけ、やすき仕事をする者を身分軽き人とい
う。すべて心を用い、心配する仕事はむずかしくして、手足を用うる力役は
やすし。ゆえに医者、学者、政府の役人、または大なる商売をする町人、あ
またの奉公人を召し使う大百姓などは、身分重くして貴き者と言うべし。」

(福沢 諭吉,「学問のすすめ」)

AIによって崩れゆく「伝統的な学問と職業の世界観」



https://www.theguardian.com/technology/2026/may/26/students-boo-pro-ai-graduation-speakers

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%8C%E6%9C%9B%E3%81%AE%E5%9B%BD%E3%81%AE%E3%82%A8%E3%82%AF%E3%82%BD%E3%83%80%E3%82%B9


https://www.youtube.com/watch?v=tNH43a1EI7s

https://www.youtube.com/watch?v=tNH43a1EI7s


https://www.youtube.com/watch?v=ORq_Hi5dB-g

Ronny Chieng Address | Harvard Class Day 2026

https://www.youtube.com/watch?v=ORq_Hi5dB-g
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ラ ッ ダ イ ト 運 動
ラ ッ ダ イ ト 運 動 （ ラ ッ ダ イ ト う ん ど う 、 イ ギ リ ス 英 語 ： L u d d i t e
m o v e m e n t ［ 1 ］ ） は 、 1 8 1 1 年 か ら 1 8 1 7 年 頃 、 イ ギ リ ス 中 ・ 北 部 の 織 物 工
業 地 帯 に 起 こ っ た 機 械 破 壊 運 動 で あ る 。

6 5

織 機 に 対 す る 破 壊 。 1 8 1 2 年

概 要 ［ 編 集 ］
産 業 革 命 に と も な う 機 械 使 用 の 普 及 に よ り 、 失 業 の お そ れ を 感 じ た 手 工 業 者 ・ 労 働 者 が 起 こ し た 。 産 業 革 命 に 対
す る 反 動 と も 、 後 年 の 労 働 運 動 の 先 駆 者 と も さ れ る 。 機 械 所 有 の 資 本 家 に は 憎 悪 の 対 象 で あ っ た が 、 詩 人 に は 創
作 の 霊 感 を 与 え た 。
ラ ッ ダ イ ト （ L u d d i t e   ［ J A d . a r t ） と い う 言 葉 の 意 味 は 不 明 で あ る が 、 1 7 7 9 年 に 2 つ の ニ ッ ト 製 造 機 S t o c k i n g
f r a m e を 壊 し た ネ ッ ド ・ ラ ッ ド と い う 若 者 の 名 前 を 語 源 と す る の だ と 一 般 に は （ じ ら れ て い る 【 2 1 3 1 4 ） 。
機 械 の 破 壊 と 工 場 建 築 物 の 破 壊 に 対 す る 最 初 の 法 律 は 、 イ ギ リ ス で 1 7 6 9 年
に 制 定 さ れ た 。 そ れ は こ の よ う な 行 為 を 犯 罪 と し 、 死 刑 が 科 さ れ て い た 。



https://www.chronicle.com/special-projects/the-different-voices-of-student-success/reducing-structural-barriers/the-entry-level-job-market-stinks-
these-grads-are-crushing-it?utm_campaign=che-ci-cnt-ci-sra-entry-level-market&utm_medium=d-had&utm_source=gam&utm_content=26-04-07

https://www.chronicle.com/special-projects/the-different-voices-of-student-success/reducing-structural-barriers/the-entry-level-job-market-stinks-these-grads-are-crushing-it?utm_campaign=che-ci-cnt-ci-sra-entry-level-market&utm_medium=d-had&utm_source=gam&utm_content=26-04-07
https://www.chronicle.com/special-projects/the-different-voices-of-student-success/reducing-structural-barriers/the-entry-level-job-market-stinks-these-grads-are-crushing-it?utm_campaign=che-ci-cnt-ci-sra-entry-level-market&utm_medium=d-had&utm_source=gam&utm_content=26-04-07


奪われる「最初の仕事」 

真の脅威は高度な専門職そのものの消滅ではなく、キャリア初期の
「エントリーレベル業務」の代替 

未経験の若手が下積みを通じてステップアップしていく、従来の
「キャリアの階段」が失われる 

キャリアの入り口となる仕事が代替されることで、社会全体の若手
育成機能が麻痺する危機が生じている



AIの職業への影響

（内閣府, 2024）
https://www5.cao.go.jp/j-j/sekai_chouryuu/sh24-01/sh24.html

https://www5.cao.go.jp/j-j/sekai_chouryuu/sh24-01/sh24.html


AIの職業への影響 (職業別)

（内閣府, 2024）
https://www5.cao.go.jp/j-j/sekai_chouryuu/sh24-01/sh24.html

https://www5.cao.go.jp/j-j/sekai_chouryuu/sh24-01/sh24.html


大学における専門教育の優位性の危機

大学はかつて「高度な専門知識を獲得し、安定した職業に就くため
の機関」として機能していた 

劇的に進化を続けるAIは、様々な専門業務を急速に代替しつつある 

従来、人間固有と思われていた知的能力の優位性が根本から揺らぎ
はじめている



フルタイム4年制大学の限界

4年間フルタイムでキャンパスに通う教育スタイルは、多大な費用、
時間、機会コストを伴う 

費やされる学費と時間に比して、学位は投資対効果に合わないと見
なされつつある 

米国等のグローバル企業では、学位ベースではなくスキルベースで
の雇用へのシフトが始まっている 

「将来の安定」という見返りが不透明になる中で、4年間のフルタイ
ム大学教育は、「贅沢な選択」になる？



オンデマンドな学びの台頭
今後の高等教育において、「短期間で基礎を修得し、社会に出て実務
を経験しながら、必要に応じて専門性を上積み・上書きする」形が、
より優位になる可能性がある 

社会に出た後の学びの拡張やリスキリングを支える、即応的・機動的
な生涯教育システムが必要 

米国等のグローバル企業では、学位ベースではなくスキルベースでの雇
用へのシフトが始まっている 

学修された知識や技能の「可視化と認証」がより重要になる 

「将来の安定」という見返りが不透明になる中で、4年間のフルタイム
大学教育は、「贅沢な選択」になるか？



マイクロクレデンシャル：大きな学修認証から小さな学修認証へ

（飯吉, 2026）



マイクロクレデンシャルの類型

既存の学位プログラム切り売り型 

共通質保証フレームワーク型 

新規立ち上げ型 

その他



マイクロクレデンシャルの類型

既存の学位プログラム切り売り型 

共通質保証フレームワーク型 

新規立ち上げ型 

その他



l e d courses v Programs & Degrees V Schools & Partners What do you want to learn?

MicroMasters® Programs
Advance your career. Accelerate your Master's degree. Faster, flexible, free
t o try.

Enroll Today

edX for Business Sign In Register for free

R I T NO C O L U M B I A UNIYERSETYI 7 Penn E P PURDUE. • UCLouvain →
tain adrog

/ Celebrating 5 yea r s
o f MicroMasters®
Programs.

MicroMasters® Programs are a Pathway to Today's Top Jobs
MicroMasters programs are a series of graduate level courses from top universities designed to advance your career. They provide
deep learning in a specific career field and are recognized by employers for their real job relevance. Students may apply to the
university offering credit for the MicroMasters program certificate and, if accepted, can pursue an accelerated and less expensive
Master's Degree.

Recognized By Industry Leaders

Walmart 工 豆 靠 V O L V O
Construction Equipment Adobe
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MicroMasters

Computer Science
Business Management
Data Analysis & Statistics
Engineering
Economics & Finance
Communication
Social Sciences
Public Health
Education & Teacher Training
Design
Law
Science



MicroBachelors



MicroBachelors

and more…



マイクロクレデンシャルの類型

既存の学位プログラム切り売り型 

共通質保証フレームワーク型 

新規立ち上げ型 

その他



National Qualifications Framework
国家による公式な学位・資格レベル認定制度 

国家を越えて地域通用性のある認定制度へ成長（EU, ASEAN他） 

この質保証の枠組みが、マイクロクレデンシャルの活用に役立つ！



マイクロクレデンシャルとNQF

（飯吉, 2026）



世界における2つのアプローチ

（飯吉, 2026）



（飯吉, 2026）

MCによってNQF/カリキュラム内外をつなぐ



マイクロクレデンシャルの類型

既存の学位プログラム切り売り型 

共通質保証フレームワーク型 

新規立ち上げ型 

その他



http://www.udacity.com



http://www.udacity.com



• 2021年6月30日の開講から約4ヶ月間で約1万人が登録 
• 修了証発行数：1,598（修了率: 18.4%） 
• デジタルバッジ発行数：1505（修了率: 17.4%）



JMOOCの講座開設状況

JMOOC理事会資料より(5.20.2022)



http://zero2one.jp



既存の通貨 仮想通貨vs.

Micro Credentials既存の学位
博士, 修士, 学士, etc. 
制度化された各種資格

MicroMaster, Nanodegree, Specialization, 
Professional Certificate

vs.



3DカリキュラムTETRIS

https://users.csc.calpoly.edu/~zwood/teaching/csc471/finalproj24/gzipkin/



Skills England initiative 

https://skillsengland.education.gov.uk/

スキル重視社会における高等教育の再整備

https://skillsengland.education.gov.uk


Skills England initiative 



マイクロクレデンシャル(MC)が提起するもの
既存の学位プログラムとMCのような大学や企業が提供する教育プロ
グラムを組み合わせて利用していくような「混合型高等教育」(3D 
TETRIS化)が今後進展する 

異なった大学同士がMCによって授業を共通化していった場合に、自
大学が学位を出すことが一体どのようなユニークな意味を持たせ、そ
の学位に対しどのような質保証を求めていくのか 

単位互換や学修成果認証の観点から、MCや授業の共通化について
は、どのように考えていけばいいのか 

個々の大学の質保証と複数の大学や教育機関にまたがる「横断型の高
等教育」の質保証をどう両立させていくか 

MCを活用して社会や雇用市場に求められる人材を産学官で育成しつ
つ、大学を「就職予備校」にしないためには何が肝要か



本日の二つの基調講演を踏まえたMC活用の提案
学歴と職業・職種のミスマッチ 
もはや学位プログラムレベルでマッチングするだけでは不十分？ 
MCの活用により、ミスマッチを漸次的に解消していく 

学部・大学院教育の連続性に配慮した教育課程（連続課程） 
ダブルメジャー・サブメジャー・付記型学位等をMCで柔軟に支援 

高校教育改革 
米国のAP(Advanced Placement)のように、大学初等レベルの講義科目を高校生
にMC化して提供し、大学入学後に単位に変換（既にMOOC等では行われている） 

産学官の連携による人材育成 
産学官（もしくは、いずれかの二者）によるMCベースの人材育成プログラムの開
発・提供 

地域社会の振興・再生 
地域における就業の促進や産業の進展に資する「ローカル」なMCベースの人材育
成プログラムの創設・普及 

日本の高等教育・大学教育の国際通用性や価値の向上 
トップダウンとボトムアップの双方からMCを活用し質保証や学修の可視化を図る 
国内発のJV-CampusやMOOC等の今後に期待



自己紹介
主な専門領域：教育イノベーション、高等教育システム、教育工学、オープンエデュケー
ション等 
カーネギー財団 上級研究員・同知識メディア研究所所長 
東京大学大学院 情報学環客員教授 
マサチューセッツ工科大学 教育イノベーション・テクノロジー局シニアストラテジスト　　 
京都大学 高等教育研究開発推進センター長・教授/教育担当理事補 
世界経済フォーラム グローバル・アジェンダ評議会委員（「テクノロジーと教育」部門） 
文部科学省 中央教育審議会委員（大学分科会質保証システム部会） 
「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン(Plus DX)」事業委員会委員 
日本学術振興会 卓越大学院プログラム委員会審査・評価部会委員 
日本学術振興会 大学の世界展開力強化事業プログラム委員会委員 
NHK日本賞審査委員 
日本オープンオンライン教育推進協議会　(JMOOC) 理事 
コンピュータ教育利用学会 会長理事 
日本マイクロクレデンシャル機構 副理事長  などを歴任 

著書：『Opening Up Education』（MIT Press, 2008）［共編］、『ウェブで学ぶ ー 
オープンエデュケーションと知の革命』[共著]（筑摩書房, 2010）等


